





































































（2）  Shear （2007）; Keesling （2003） 185-192; （2010）; Krumeich （2010）, esp. 368-385.
（3）  Hdt. 8. 50-55（アクロポリスの焼き討ちについては8.53）.
（4）  Hdt. 9.13.


























（6）  Knigge （1991） 30-34.引用は30頁。
（7）  テミストクレスの城壁の全容については，Noack （1907）を参照。また，墓標の実例については， Richter 
（1961） p.12-13, No. 7 （c.610-575 BCE, Kerameikos Museum）; p.15-16, No. 11 （c.575-545 BCE, Kerameikos 
Museum）; p.22, No. 27 （c.560 BCE, NM 2687）; p.23, No. 29 （c.575-545 BCE, NM 2825）; p.23-24, No. 31 




している。南壁の再建･強化についてはPlut. Cim . 13. 6, Nepos Cim . 2. 5に記載があるものの，北壁の再建
がいつ，誰の主導のものにおこなわれたかについては，古代の著作家による言及はない。Hurwit （1999） 143 
with n. 19, Holtzmann （2003） 93-95もBoersma（1970） 46の見解にしたがっている。一方，Korres （2002）は





























































（11）  Thompson and Wycherley （1972） 209.




（13）  碑文の決議年代は，メトープAの14行目，メトープBの26行目にあらわれるアルコン名からわかる。Butz 
（2010）はこのアルコンが前485/4年のフィロクラテスであることを確定した（141-143）。
（14）  ヘカトンペドン神殿の建造時期については，Hurwit （1999） 114 参照。オイケマタについては，ヘカトンペド
ン碑文に「ヘカトンペドン神殿の中のオイケマタ」という言及があることから，残存していたことがわかる。
（15）  加工の痕は，アテネ碑文博物館に展示されているメトープBにはっきりと残されている。もともと施されて
いた浮き彫り装飾が削り取られている様子についてはButz （2010） xiiiのPlate 3および4の写真がわかりや
すい。






























（17）  Miles （2011）参照。
（18）  古パルテノン神殿の基壇自体，前447年に工事のはじまったパルテノン神殿の建築のために再利用され，また
切り出されアクロポリスに運び上げられていた石材の一部は，パルテノン神殿の基壇や床材に再利用された。
（19）  Miles （2011） 667-669.
（20）  Oliver （2000） 6.
（21）  SEG 51. 248.主としてペイライエウスとサラミスから出土した浮き彫りおよび碑文に変更が加えられ再利用




































（23）  Humphreys （1980）114-121参照。
（24）  Paus. 1. 8. 5; Arrian, Anabasis  3. 16. 7-8; Plin. NH 34. 70.





（26）  Shear （2007）; Keesling （2003） 185-192; （2010）; Krumeich （2010） esp. 368-385. Krumeichのカタログによれ
ば，オリジナルの碑銘に手を加えられたものが11例，手の加えられていないものが9例である。なお，IG の番
号とアクロポリス美術館の所蔵番号との同定については，Matthaiou and Malouchou （2012）を参照。































（28）  一例を挙げれば，前295/4年の顕彰碑文の側面に後1世紀半ばころの字体で名前とタイトルの示されたIGII2 
646 = IG II3 1 853とIG II2 2305。
（29）  IG I3 459 = ML 54 A （1）.
（30）  Austin （1934） 62-63は，IG I3 459がストイケドンスタイルで刻文されていないことから廃棄されたと推測す
る。一方，Austinの著書の書評をおこなったMeritt （1939）は，左側に金額を刻むスペースを入れ忘れたこと
から廃棄されたと推測している（384）。
（31）  E.g . Dem. 20. 127; ［Dem］. 58. 56.
（32）  下記の註33，34の事例以外に，ML 13, 14-16 （c.525-500BCE）など。

































（34）  ML 30, 35-41 （c.470-450 BCE）.
（35）  IG I3 110, 7-8 （408/7 BCE）.　追加動議は26 ～ 31行目。刻文前に決定されたため，この碑文自体には修正は
ない。
（36）  IG I3 101, 7 and 8 （410/9 and 407/6 BCE?）.
（37）  IG II2 43, 31-35 = RO 22 （378/7 BCE）.
（38）  IG II2 116, 39-40 = RO 44 （361/0 BCE）.
（39）  IG I3 229, II2 6, 13, 52, 66, Agora  16. 37.
（40）  Byrne （2010） 参照。162 ～ 165頁に名前の削り取りがおこなわれた碑文の一覧が掲載されている。Livy 
31.44.4-5も参照。


























Agora  16 = Woodhead, A. G. Inscriptions: The Decrees  （The Athenian Agora 16）. 
Princeton. 1997.
Buck = Buck, C. D. The Greek Dialects . Chicago. 1955.
（42）  Byrne （2010）175-176.







IG = Inscriptiones Graecae . Berlin.
ML = Meiggs, R. and D. Lewis. A Selection of Greek Historical Inscriptions to the End 
of the Fifth Century B.C . Oxford. 19882.
RO = Rhodes, P.J. and R. Osborne. Greek Historical Inscriptions 404-323 BC.  Oxford. 
2003.
SEG = Supplementum Epigraphicum Graecum . Leiden.
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〔抄　録〕
本論文では，古代ギリシアにおける石材と石碑の再利用のありかたについて概観した。
一般に石材や奉納像･顕彰像の再利用がおこなわれるときには，再利用に対する強い意図
が見てとれるのに対して，石碑を石碑として再利用する際には，それほどの意図がみとめ
られないことを確認した。石碑の破壊についての警告，石碑の破壊の命令が存在する一方
で，多くの石碑がその役割を終えてからも放置されていることは，石碑というものはいっ
たん設置された後は手を加えないということがその本質である，ということを示している
ように思われる。
